
か
つ
て
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

個
人
情
報
の
危
機
の
時
代

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
も
と
、
AI

（
人
工
知
能
）
の
発
展
の
中
で
、
IOT

（
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
）
時
代
が
到
来
し
て
き
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
宣
伝
さ

れ
て
い
る
「
ア
レ
ク
サ
」
な
ど
の
AI
ス

ピ
ー
カ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
が

声
を
か
け
れ
ば
、
好
き
な
音
楽
を
聴
け

室
温
が
調
整
さ
れ
る
、
本
の
注
文
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
IOT
の
家
電
機
器

は
実
に
便
利
で
す
。

全
て
サ
ー
バ
ー
に
蓄
積

し
か
し
、
良
く
考
え
て
み
れ
ば
、
AI

ス
ピ
ー
カ
を
通
し
て
様
々
な
指
示
が
実

現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
様
々

な
IOT
の
家
電
機
器
が
接
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

AI
ス
ピ
ー
カ
ー
に
だ
し
た
指
示
は
全

て
AI
ス
ピ
ー
カ
の
サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
さ

れ
ま
す
。

個
人
情
報
が
丸
裸
に

そ
の
結
果
、
そ
の
家
の
生
活
状
況
、

趣
味
な
ど
の
個
人
情
報
を
蓄
積
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
AI
ス
ピ
ー
カ
に
接
続
し
て
い
る

各
IOT
の
家
電
機
器
メ
ー
カ
ー
は
そ
れ
ぞ

れ
に
か
か
わ
る
詳
細
の
情
報
を
蓄
積
し

ま
す
。

別
言
す
れ
ば
、
IOT
時
代
の
到
来
と
は

実
に
生
活
が
便
利
に
な
る
と
同
時
に
、

そ
の
家
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
個
人
情
報

の
丸
裸
と
一
体
の
時
代
と
も
い
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
私
的
空
間
、

個
人
宅
、
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
個

人
情
報
が
丸
裸
に
さ
れ
る
と
い
う
か
つ

て
な
い
時
代
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

★
「
知
ら
な
い
う
ち
に
み
ら
れ
て
い
る
」

こ
れ
一
冊
で
わ
か
る
監
視
社
会
・
か
ら

記
載
し
ま
し
た
。
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国
鉄
新
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第
89
回
定
期
全

国
大
会
は
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
東
京
都
を
中

心
に
関
東
、
東
海

な
ど
拡
大
し
て
い

ま
す
。

大
会
日
程
は
９

月
17
日
〜
18
日
と

な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
指
令
13

号

（
８
月
20
日
）
に

よ
り
日
程
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

●
大
会
の
日
程
及
び

運
営
に
つ
い
て

９
月
18
日
（
金
）
書
面
審
議
に

よ
る
開
催
に
な
り
14
時
〜
16
時
と

し
、
出
席
者
は
議
長
・
副
議
長
・

代
議
員
若
干
名
・
各
エ
リ
ア
本
部

代
表
。

●
選
出
方
法
〜
議
長
お
よ
び
副
議

長
な
ら
び
に
代
議
員
若
干
名
は
中

央
執
行
委
員
会
が
指
名
し
、
互
選

に
よ
り
選
出
す
る
。
ま
た
、
財
政

小
委
員
長
を
代
議
員
の
中
か
ら
選

出
す
る
。

●
審
議
方
法
〜
①
委
任
状
提
出

（
２
／
３
以
上
）
を
も
っ
て
大
会

成
立
を
承
認
す
る
。
②
各
議
案
に

対
す
る
質
疑
応
答
に
つ
い
て
審
議

し
、
こ
れ
を
承
認
す
る
。
③
各
議

案
に
対
す
る
書
面
表
決
な
ら
び
に

動
議
等
に
つ
い
て
議
決
お
よ
び
承

認
行
為
を
行
う
。

国
労
東
日
本
本
部
指
令
13
号

（
８
月
21
日
）
に
よ
り
大
会
運
営

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
第
34
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期

大
会
に
つ
い
て
も
書
面
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

日
程
は
10
月
10
日
、
書
面
審
議

に
よ
る
開
催
と
す
る
。

出
席
範
囲
①
大
会
議
長
・
副
議

長
②
代
議
員
若
干
名
③
東
日
本
本

部
役
員
。



帝
京
長
岡
・
不
当
解
雇

吉
田
先
生
か
ら
報
告

帝
京
長
岡
高
校
・
吉
田
先
生
の
不
当
解

雇
に
つ
い
て
の
仮
処
分
の
命
令
が
９
月
11

日
出
さ
れ
ま
す
。
中
労
委
の
命
令
は
年
度

内
に
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

８
月
19
日
、
吉
田
先
生
に
御
逢
い
で
き

て
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
御
聞
き
し
ま
し

た
。

主
張
が
正
し
い
と

判
断
さ
れ
る

裁
判
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
５
月
か

ら
審
議
し
３
ヶ
月
あ
ま
り
で
命
令
が
出
る

こ
と
は
、
ほ
ぼ
こ
ち
ら
の
主
張
が
正
し
い

と
判
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

普
通
解
雇
は
無
効

賃
金
の
未
払
い
に
つ
い
て
は
、
学
校
側

は
未
払
い
は
支
払
う
が
、
ど
の
く
ら
い
の

額
に
な
る
の
か
厳
し
い
と
こ
ろ
だ
と
。

吉
田
先
生
の
普
通
解
雇
に
つ
い
て
〜

裁
判
所
は
、
中
労
委
で
審
議
中
、
突
然
の

解
雇
通
告
は
前
例
が
無
い
、
も
う
少
し
話

し
合
う
場
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
っ

て
い
る
。

裁
判
所
の
命
令
は
普
通
解
雇
は
無
効
と

す
る
判
決
内
容
に
な
る
で
し
ょ
う
、
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
職
場
に
戻
せ
と
い
う
判

決
内
容
に
は
な
ら
な
い
。

学
校
側
は

職
場
復
帰
さ
せ
な
い

学
校
側
は
退
職
金
を
払
っ
て
い
る
か
ら

職
場
復
帰
は
無
い
と
言
っ
て
い
る
。

組
合
は
、
判
決
後
に
学
校
側
と
団
体
交

渉
を
通
じ
て
、
吉
田
先
生
を
職
場
に
戻
せ

と
要
求
し
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
側
は
吉
田
先
生
を
職
場

に
戻
さ
な
い
。
職
場
復
帰
が
難
し
い
場
合

は
、
解
雇
問
題
に
つ
い
て
提
訴
し
裁
判
闘

争
に
な
っ
て
い
く
。
学
校
側
は
長
期
戦
を

前
提
で
臨
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。

な
ど
吉
田
先
生
か
ら
現
状
に
つ
い
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
く
宣
伝
・
訴
え
て
い
る

吉
田
先
生
の
不
当
解
雇
に
つ
い
て
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
動
画
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
広

く
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
動
画
の
内
容
は
吉

田
先
生
の
応
援
歌
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
闘
争
支
援
・
物
資
販
売
の
「
そ

う
め
ん
」
、
「
フ
ァ
イ
ル
」
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
御
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

８
月
に
入
っ
て
、
30
℃
を
超
え
る
日
が

続
き
ま
し
た
。
35
℃
を
超
え
る
日
も
あ
り

ま
し
た
。
大
変
な
暑
さ
で
し
た
。

暑
さ
は
９
月
上
旬
ま
で
続
く
と
天
気
予

報
で
は
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、
暑
さ

が
す
ご
く
、
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
る
人
も

連
日
増
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
外
へ
出
か
け
よ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

感
染
者
は
、
東
京
な
ど
県
外
か
ら
帰
っ
て

き
た
人
達
な
ど
陽
性
反
応
が
出
て
い
ま
す
。
。

会
議
は
リ
モ
ー
ト
化
へ

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
全
国
大
会
や
エ

リ
ア
本
部
の
定
期
大
会
が
書
面
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
他
の
労
働
組
合
で
は
リ
モ
ー

ト
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
会
議
は
新
し
い
方
式
に
変

わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
前
リ
モ
ー
ト
会
議
を
経
験
し
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
向
か
っ
て
話
し

画
面
に
は
出
席
者
が
写
っ
て
い
ま
す
。
話

は
一
方
的
な
感
じ
で
全
体
で
会
議
を
し
て

い
る
感
覚
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
会
議
は
リ
モ
ー

ト
化
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
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●募集期間

２０２０年

７月２０日～９月２０日まで

（東日本本部到着分まで有効とする）

●標語内容

組合員加入者及び他労組組合員、

グループ会社社員に呼びかけるもの。

国労内部を対象に勇気を持って呼び

かける契機となるもの。

●選出方法

東日本本部執行委員会で審査を行

い、優れた作品については第３４回

大会で表彰する。

●作品は地方まで送付してください。


